
明治大学学部間共通総合講座
「図書館活用法」の実践

－教育学習支援機能としての図書館－

2006.10.11（会場:大阪大学） 明治大学図書館 飯澤 文夫

2006.11.8 （会場:国立情報学研究所） 明治大学図書館副館長 広沢 絵里子

平成18年度学術情報リテラシー教育担当者研修 飯澤 文夫氏・広沢 絵里子氏（明治大学図書館）講義資料
平成18年10月11日（大阪大学）／11月8日（国立情報学研究所）



（1） 図書館リテラシーの導入教育
（主に1、２年次）

（2） 単位認定
（半期13～15回、２単位）

（3） 図書館でカリキュラム作成
（コーディネータの指導）

（4） 図書館員が出講
（教員との協働）

1 「図書館活用法」とは
（２０００年度開設）
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2  図書館活用開設の背景

（1） 使ってもらえる図書館

（2） 使い勝手の良い図書館

（3） 行きたくなる図書館

（4） 開かれた図書館



使ってもらえる図書館

① 新入生
ガイダンス

② ゼミツアー

③ 個人ツアー

④ 各種講習会



3 開設の経緯と手続き

（1）経緯

図書館スタッフ研修会による議論
館長、副館長、図書委員、部課長、
事務スタッフによる政策会議体

・学生の活字離れ、貸出し数の低迷
・高度情報化―情報格差
・図書館の教育・学習支援機能
・図書館リテラシーへの組織的対応

・図書館員の使命と業務能力の向上



-文理の壁を越え、知の旅へ -

・ 教育理念
個性を大切にし自立心の強い人材を育成

・ 1995年開設

・ 学部、学年を越えた学際的講義

・ 幅広い学問的視野、問題発見能力、判断力
を培う

・ 学内外から専門のゲスト講師

（2）

資料2



学部間共通総合講座の体系

（1）地球市民講座
（2）技術戦略とビジネス講座
（3）現代メディア講座
（4）キャリアデザイン講座

・あなたの将来設計
・会計監査法人寄附講座
・図書館活用法

（5）歴史・哲学講座



（3）手続き

図書館
① 事務部課長会
② 図書委員会

学内
① 学部間共通科目運営委員会
② 教務部委員会
③ コーディネータ所属学部教授会

講師（図書館員）人事決定



4 教員と図書館員の連携

講義チーム

副館長 図書館員

カリキュラム作成 講義プラン、講義

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

タスク
フォース

教員
単位認定
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専任教員（副館長）

講座責任者

講師推薦

講義

レポート課題作成

採点、単位認定



タスク
フォース

図書館
業務責任者

全体マネジメント

カリキュラム作成

シラバス執筆

講義チームリーダー

科目間調整

資料3

資料4



講義チーム

ベテラン+若手

講義プラン作成

レベル合わせ

講義

・活用
スキル
（実習）



講義

・図書館、書物への誘い

・論文指導

教員



5 成績評価

（1）出席重視

遅刻３回で欠席１回

最低７回（全13回）の出席

（2）レポート

講義で学んだスキルをすべて

駆使する 資料5



出席率

2006年度和泉校舎前期（3、4時限）

37 26.5 14.8 10.2 5 0.40.70.70.42.51.11.10.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

13回 12回 11回 10回 9回 8回 7回 6回 5回 4回 3回 2回 1回



成 績

2006年度和泉校舎前期（3、4時限）

18% 40% 20% 10% 9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

A  91～100点 B　81～90点 C　71～80点 D　61～70点

F　不可 T　未受験



6 成 果

資料1

資料6

● 図書、雑誌・新聞記事、
論文等の資料検索

● ＯＰＡＣ

● データベース、外部データ
ベース利用

● レポート・論文の書き方



7 授業評価

資料7

資料6

3時限 4時限 3時限 4時限
2005 82.4 73.1
2006 72.7 69.7 61.4

65 65.3

年度 生田駿河台
和泉前期 和泉後期

Ｑ6．この授業を100点満点で総合評価
すると、あなたの評価点は何点ですか。



8 課題と展望

（1）成果の検証

何が、どう変ったのか

① 量的把握

② 質的把握



（2）教員との連携強化
教育・学習支援機能として

① ゼミ、教員との連携強化

② 履修前後の追跡調査

（3）カリキュラムの改善

導入-応用

（4）授業形態の改善
① 少人数教育 ⇔ 全員教育

② 教室環境



（5）図書館員が授業を行うことの

意義と問題点

① 問題点

・抵抗感（館内、学内）

・負担感

45名中28名が出講、1～8回

・授業力（不慣れ）



② 意義

・現場感覚、スキル

・人材育成

図書館員の役割

専門職

司書課程兼任講師

夏期司書講習講師
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（6）









デジタルコンテンツ実例





図書館活用法は、

教育効果の底上げに貢献し、

「知識基盤社会」における
知力を備えた強い「個」の
創出につながる。


